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 暑いですね～という挨拶もおわり、休日には運動会の声援が聞こえる季節です。 

旅行会やゴルフ会など、子供の運動会と重なってどちらを選ぶのか、迷うお父さんも多い

のではないでしょうか？「仕事と私と どっちが大事なの？」と迫られるのは、既婚も独身も

問わないようです。秋の夜長 じっくりと考えてみるのも良いのでは？ 

 今回は上製の分野なお話 

さて、一口に上製といっても、多様な種類が有り昨年の 19 号でも書いたとおり、活版と 

オフセットくらいの作業差があります。つまり まったく違う工程で作られていくのです。 

代表的な分野を二つ紹介しましょう。 

 

見た目はハードカバーで、大差なく思えますが工法も用途もかなり違います。このほかにも

アルバム製本・帳簿製本・図面等の特殊製本と、ハードカバーの製本分野があり ひとくち

に上製本とはいえないのです。 

Ｔｅａｂｒｅａｋ 

中華料理では焼売や小籠包・月餅などを[点心]と言いますが、これは「空心に点ず」

という禅の言葉に由来するそうです。厳しい修行中 ちょっとした食べ物で少しの間

空腹を満たす事だそうで「点」は少しの意味「心」は身体のことです。九月は夜が長

いから「長月」 夜長は小腹が空くものです。修行中のお坊さんは、つまみ食いなど

しないのですね。  

                           by（株）井関製本 

合本（がっぽん）年間機関紙や定期購読などの冊子から必要な 

部分だけ壊して抜粋し、まとめて本にする方法で糸綴りを施し 

保存に適した加工を行います。タイトルを金文字等で入れる場合

もある。タイトルや年号は主に背中で、表紙に入らない場合も 

多い。また極小部数の論文なども含まれ、俗に諸本（もろほん）

と呼ばれています。特殊な加工なので現在でも、多くは手作り 

です。 
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出版書籍の製本で上製本・並製本とあり自費出版なども含まれる。

印刷から紙折・丁合いと通常の工程で作られるもので、糸綴り 

あじろ折など様々で量産に適しています。 

書店にある本は、全てこの分野です。長期保存の目的は少ないの

ですが、安価で見栄えの良い本ができます。 


